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＜病棟連絡事項＞
・今後CSセットの汚染した衣類は過度な汚染でない限り、予洗いせずにビニール袋に入れCSの赤い袋へ入れて下さい。

＜病床管理＞
・梅内　とも子様～東Bユニット➝西病棟
・宮崎　博孝様～東Bユニット➝西病棟

＜患者様連絡事項＞
・土嶺　晴子様～本日は午前中にランタス4E施行、明日以降は朝にランタス4E施行するよう指示あり。

・赤石　陽介様～3/7採血指示あり。

・袴田　将志様～臨時薬コントミン50➝25mg、アリピプラゾール24➝18mgへ減量、他同内容で処方となる。

・妻神　広美様～IFオーダーに疼痛時追加、カロナール処方となる。
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＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察実施。開放中迷惑行為頻回に有り自制できない為早めに開放観察終了している。入室中の自傷行為や不穏さは無い。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。10：00～16：00開放観察実施。開放中は音楽を聴いて過ごしている。妄想言動や過度な飲水行動なく経過。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・安達　貴浩様～20：00～6：00時間隔離中。他者や隔離処遇への不満言動あるが傾聴や振り返りを促す事で静穏にて経過。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。6：00～20:00開放観察実施。他患者様に干渉行為あり。思い通りにならないとテーブルを叩いて「殺すぞ」と叫ぶ事あり、10：10リスパダール液（1）1P服薬。午後は希望の入浴を済ませ静穏で経過。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・澤口　利香様～強迫観念・他責的思考顕著で、自身の考えを貫き適切な健康活動をとれない様子継続してあり。介入にて10：00　コンサータ2Tのみ内服。朝昼合わせて何とかメイバランスミニ1/2量摂取、飲みやすい物提供して水補できている。労作時息切れ訴えあり、脈拍160～120台変動あり、動く事に抵抗がある。

・土嶺　晴子様～不安感訴えあるが、日課には問題無く取り組む事出来ている。
 
＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～連日不調訴えあり頓服使用している。時折眼光の鋭さあるが、不穏さや妄想発言は無く経過している。
